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大気と氷のインターフェース
フィルンとは、氷床の表面に存在する
氷になる前の層、大気との通気性がある
層を指す。大気と氷のインターフェース
がフィルンであり、氷床に取り込まれる
全ての物質はフィルンを通過する。氷床
の表面に降り積もる雪結晶は、その上に
さらに積もり続ける雪自身によって圧縮
される。ゆっくりと下方に押し流されな
がら、徐々にその密度は増加し、雪結晶
の中にある空隙の体積も次第に小さくな
ってゆく。細く、且つ屈曲しながらも大
気との通気性があった空気の通り道は、
フィルンの密度が0.8g cm-3程度を越える
と、ついに切り離されて（クローズオフ）、
に数百年から数千年を経ている。このよ
うにして生ずる年代の差は、氷床コアの
気泡解析において必ず考慮されなければ
ならない。さらに、このような年代差を
生む環境が過去何万年、何十万年にもわ
たって不変であったとは考えられない。
すなわち、大気の変動は時間発展するフ
ィルンの影響を受けながら、氷床へと「記
録」されることになる。
このような観点から、氷床コアの気泡
解析とフィルン空気の解析を同時に進め
る必要性があり、さらには氷床コアの解
析から過去のフィルンの情報を導き出す
ためにも、現在のフィルンの仕組みを理
解することが求められる。
フィルン空気の採集と分析
このような目的のために、これまでに
東北大学・大気海洋センターを中心とし
て、深層コア掘削が行われている南極ド
ームふじ（77.3°S, 39.7°E）とグリーンラン
ドNorthGRIP観測地点（75.1°N, 42.3°W）
においてフィルン空気の採集が行われて
いる。さらに、後述のように、フィルン空
気そのものから過去の大気の組成変化を
調べる目的のために、南極のH72地点
（69.2°S, 41.1°E）およびYM85地点（71.6°S, 
40.6°E）においても実施されている。
フィルン空気の採集は掘削と同時に進
められる。所定の深さまで掘削した後に、
フィルン空気を吸い出すためのブラッダ
ー（空気袋）と呼ばれる特殊な装置をボ
アホールに入れる。ブラッダーは、空気
圧によって膨張させることにより、ボア
ホール壁面に密着させて、ボアホールの
底部付近の気密を保つ働きをする。これ
により、目的の深度からフィルン空気を
吸い出すことが可能になる。この掘削と
空気採集の作業をフィルン底部まで繰り
返す。一例として、NGRIPでは、表層
から深度78m付近までの間を、平均2 －
3mの間隔で空気採集を実施している。
採集された空気は、国内に持ち帰った
後に、東北大において様々な成分の分析
に供されている。フィルン空気は大量に
採集できるため、ある程度の試料量を必
要とする高精度分析であっても行うこと
ができる。したがって、重要な温室効果
気体として氷床コアの気泡解析の対象と
なるCO2、CH4、N2O濃度のみならず、
それらの各種同位体組成なども測定され
ている。また、氷床コアと同様に、空気
主成分である酸素濃度（O2/N2比）と酸
素、窒素の同位体比（δ15N、δ18O）も
計測されており、フィルン表層における
対流混合層の厚さや、温度拡散の影響な
ど、氷床コア気泡解析にとって重要とな
る情報が得られている。
アーカイブとしてのフィルン空気
フィルン空気の研究は、氷床コア気泡
解析にとって不可欠であるばかりではな
く、数十年から百年程度の過去の大気組
成の変化を解き明かす上でも重要であ
る。前述のように、フィルン内部では、
主に分子拡散によって気体が輸送されて
おり、その結果深いところほど古い空気
が存在する。多くの温室効果気体や関連
気体は、過去100年程度の間に劇的に変
化しており、この期間をカバーするアー
カイブ空気は極めて有用である。特に、
90年代あるいは2000年以降になって大気
の直接観測が開始された成分濃度や同位
体比などについては、フィルン空気を分
析することによって、最大100年前から
の変動を明らかにすることができる。
この手法は既にSF6濃度や、N2Oの窒
素、酸素の同位体比（δ15N、δ18O）に
適用されている。特に研究例が少ない
N2Oについては、我々のフィルン空気解
析の結果、過去50年間の間に急激にN2O
濃度が増加したのに伴って、δ15N、
δ18Oが減少していたことが判明してい
る。この結果をもとに、全球N2O収支を
見積もることで、過去50年間のN2O濃度
の増加の主な原因が、人間の農耕に伴う
土壌からの放出であることが判明した。
このようなフィルン空気を利用した過去
の物質循環の研究は、今後CH4などでも
進められる予定であり、新たな成果が期
待される。
謝辞
フィルン空気採集に多大な協力を頂きま
した第39次、42次南極観測隊の皆様に感
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フィルン空気の解析
気泡として分離される。このクローズオ
フ深度において生み出された気泡は、そ
の後さらに圧密を受けながらも、その成
分組成を変えることなく、長い年月にわ
たって氷に閉ざされる。
南極ドームふじ掘削計画をはじめとす
る氷床コア研究において、この気泡の解
析が過去の大気における様々な成分の変
動を描き出し、気候システムの研究に大
いに貢献していることは言うまでもな
い。この気泡解析で得られる様々な気体
成分の組成が、全てかつてフィルンとい
う一種の「フィルター」を通過している
という事実は重要なことである。基本的
には、フィルンによって過去の大気の時
間的変動が氷床中の深度軸に変換されて
「記録」されることになるが、この「記録」
を精緻に読み解くためには「フィルター」
の働きを良く知らなければならない。そ
の一例が、空気と氷の年代差である。気
泡が生成されるクローズオフ深度では、
分子拡散のメカニズムによって、空気の
年代は数年から数十年程度にしかならな
い。一方、その気泡を包含する氷の年代
は、クローズオフ深度に達するまでに既
研究の前線から
H72におけるフィルン空気採集の様子
フィルン空気の採集を実施したグリーンランドのNGRIP観測地点と南極のドームふじ、H72、 YM85の各地
点の位置を示す。
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NGRIP観測地点において採集されたフィルン空気を分析することによって得られた、微量気体成分の濃度の
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越冬概要
46次越冬隊にとって、夏は平年に比べ
好天、冬は悪天の日が多く、5～9月にか
けて、ブリザードが多かった。4月半ば
まで基地から開水面が見られたが、その
後リュツォ・ホルム湾内の定着氷の大き
な流出も無く、凍結が順調に進んで野外
観測に悪影響を及ぼすには至らなかった。
基地での定常観測、モニタリング研究
観測はほぼ順調に経過し、一年分の成果
を積み重ねた。またプロジェクト研究観
測では、46次越冬隊での最大の計画、ド
ームふじ基地での氷床深層掘削の3シー
ズン目の夏期観測に向けた支援を実施し
た。8月の中継拠点への輸送旅行、10月
半ばからは7名による本旅行を行い、47
近未来の南極観測を見据えて
̶第46次隊越冬報告
次隊と1月23日、3028.52mの掘削に成功
した。昭和基地周辺では短波レーダーの
ステレオ化等による超高層物理観測の高
度化を実現し、係留気球による高度
2000mまでのエアロゾル分布の通年観
測、地上ラドン濃度の連続観測、地磁気
変遷等を解明する湖沼堆積物採取やみず
ほ基地方面での電磁探査、海底湧水観測
などにより貴重なデータ、試料を持帰った。
環境保全と情報発信
第46次隊では越冬中も基地周辺に散在
する古いドラム缶などを収集し、アンテ
ナ島の使用済み雪上車19台全てを迷子沢
の廃棄物集積所に移動した。島内の地形
慣熟を兼ねた遠足では、隊員に、帰路ド
ラム缶などを背負わせて運び、レスキュ
ー訓練を兼ねて使用済み雪上車を海氷上
まで引き出し移動するなど、多くの隊員
に気持ち良く参加してもらった。その結
果、「しらせ」で持帰った廃棄物の総量
は目標を上回り205トンに達した。
一方、南極からの情報発信にも努め、
「昭和基地NOW」や、雑誌への寄稿等に
対応したほか、学校や科学館などとテレ
ビ会議システムで接続し、「南極教室」を
43回実施した。46次隊では庶務、LAN・
インテルサット、大型アンテナ担当のほ
か、寄せられた質問に関連する部門の協
力を得、資料を作って解説にあたった。
試行錯誤するうちに臨場感のある屋外の
生映像、海氷など実物を使った説明、ク
イズ形式を柱とするスタイルに落ち着い
た。開催日が土・日に集中すること、野
外活動が盛んになる冬明け以降は対応が
難しくなること等、配慮が必要となる。
観測と設営のバランス
インターネット常時接続等、基地の研
究環境が飛躍的に向上し、「南極教室」
も可能になった。生活環境も年々改善し
て夏期宿舎のトイレに洗浄機が付き、屋
内にいる限り南極に居ることを忘れる程
快適だ。しかし、扉を一歩出ると昔と全
く変わらぬ厳しい自然が広がり、物心両
面の備えと野外行動を安全に行う技術無
しには計画の遂行はおぼつかない。
隊では野外観測を安全に進めるため、
設営部門にフィールドアシスタント
（FA）が配置され、観測の支援態勢がと
られている。先端的な研究者自らが南極
観測の現場に赴き、これまで得られなか
った成果を持帰れるように支援体制を変
革途上である現在、FA以外に野外技術
に長けた越冬経験者がいても限度があり、
観測者自身にも安全管理能力が必要だ。
前回越冬隊長を務めた5年前と比べ、
観測系隊員の野外技術が低下し、設営は
基地の充実した設備のメンテにより多く
の時間を割いている。南極観測の鍵は観
測隊の力量と計画する観測の質・量のバ
ランスの見極めと言える。隊員の募集・
選考から出発前の教育・訓練の内容、現
地へのアドバイスまで、極地研究所と観
測計画責任者の果たす役割の重みは増し
ている。現場の状況を踏まえ、越冬中の
経験のフィードバックに尽力する所存だ。
極地研 TOPICS
第46次南極地域観測越冬隊は一年間の越冬観測を実施し、本年3月28日、全員無事帰国
した。準備段階から帰国迄の様々な場面で、諸研究機関や企業などから暖かいご支援を
いただき、所期の計画を達成し得た。まず、この誌面を借りて関係各位に衷心より感謝申
し上げます。越冬中、想定しないこと、辛いこともあったものの、37名全員が力を発揮し
協力し合い、ユニークな体験を得て無事帰国できたことは私どもにとり大きな歓びだ。
2005年3月30日、標識の旗竿等を持って昭和基地
作業棟下を出発するルート工作隊
アンテナ島に長年残置されていた使用済み雪上車を、
手動ウィンチ2台を使って海氷上に引き出す。雪上車
のレスキュー訓練として5月29日実施された。
2005年6月18日、ミッドウィンター直前の第46
次越冬隊員37名
2005年12月17日、第1便で7年ぶりの昭
和基地のヘリポートに下り立ったときの
第一印象は、「随分、すっきりしたな」
というものであった。かつてデポ山と呼
ばれた、機材や車両の廃棄物の山があっ
た場所には、銀色に輝くかまぼこ型の車
庫がたてられており、ヘリポートの周囲
には持ち帰りのためにドラム缶が整然と
並んでいた。その後、基地に暮らしてみ
て、廃棄物処理の解決にはまだ多くの努
力が必要なことを実感したのだが、この
数年の取り組みが着実に成果をあげてい
ることは確かだ。
天候に恵まれた夏
この夏の昭和基地周辺は好天に恵ま
れ、沿岸調査、昭和基地作業は順調に経
過した。第47次観測隊の夏期の観測調査
では、最終シーズンを迎えたドームふじ
基地での深層掘削と昭和基地の対岸の大
陸の雪面の上に設けた雪上滑走路を利用
した日本とドイツとの共同航空機観測に
重点が置かれた。これらはまた、航空機
を利用した計画であったことも注目され
る。
ドームふじ基地での氷床掘削は、すで
に本誌前号（177号）で述べられている
様に第46次越冬隊と協力して1月23日に
3028.52mまでの掘削に成功した。
今ひとつの夏期間の大プロジェクトが
日独共同航空機観測であった。その98%
を氷に覆われている南極大陸の基盤の地
質は、地球物理学的探査と呼ばれる間接
的な方法で推定することになる。第47次
隊では、昭和基地周辺の大陸域と海域を
ドイツの極地研究所の航空機を使って、
空中から地磁気や重力、そして陸域では
氷の厚さを示す地図をつくるのが目的
だ。その結果、111.5時間の飛行により、
南北約900キロ、東西400キロにわたる地
域のデータが得られた。
第47次観測隊の夏期行動
あらたに建設された航空拠点では多い
ときには19名のドイツ、日本、カナダか
ら参加した隊員が寝泊りしており、まさ
に国際共同観測の名にふさわしいプロジ
ェクトであった。この観測成果は、南極
大陸の形成や大陸分裂の過程、また白瀬
氷河流域の変動を解き明かすことに生か
される。
夏期間の沿岸調査では、生物班が大陸
氷床、露岩域や湖沼の堆積物などの種々
の試料を採集した。遺伝子解析や堆積物
中の生物起源物質の化学分析などによ
り、極限環境下での生命活動や地球温暖
化の影響を受けやすい極地生態系の変遷
のプロセスの解明が期待される。
そのほか、地形・測地調査、地震・
GPS観測や超高層物理無人観測点の設置
や保守など多岐にわたって、ヘリコプタ
ーを利用したオペレーションが多数実施
された。また、往復の航海では、大平慎
一艦長による気象変化を読みながらの航
海日程調整が功を奏して、係留系や海底
重力計等の回収や停船観測などをほぼ完
全に（停船観測の中止は往復各1回のみ）
やり遂げることができた。
一方、昭和基地では例年のように多く
の設営作業が行われた。夏期隊員宿舎の
化粧直し、NHKが使用した放送棟の移
設、燃料輸送配管の増設、燃料タンク周
りの防油堤等々。また、「クリーンアッ
プ4年計画」は、2年目の廃棄物処理の一
環として、449本の古いドラム缶に残さ
れた油と水をフィルターを使って分離
し、処理したもので、特筆に価する。こ
れらの作業には今年も、設営隊員ととも
に多くの研究や観測の担当隊員、「しら
せ」乗組員らの協力があった。
今後の課題
インターネットが利用できるようにな
って2年目の昭和基地では、業務への利
用や国内外との連絡、テレビ会議システ
ムを使ったアウトリーチ活動などの他
に、隊員が個人として現地から情報を発
信することが可能になり、ブログを開設
する隊員もいる。「通信革命」は南極と
国内との距離を縮めたということを実感
した。
しかし、もちろん物理的な距離や南極
の自然は昔もいまも変わらず、観測隊が
安全に任務を成功させるためには、自分
たちで「何とかする」より仕方がない。
越冬隊のチームワークの重要性はいっそ
う大事になっている。そうした「安全な
基地の維持」は常に観測隊の大きな課題
だが、一方では「それぞれ必要とする期
間だけ、南極に滞在する観測隊員」のこ
とも考える必要があると痛感する。
現在越冬している第47次隊は記念すべ
き南極観測50周年を昭和基地で迎えるこ
とになるが、観測事業のやり方も大きく
脱皮すべき時期になったのだ。
越冬交代を終えて
S17航空拠点に並んで駐機するドルニエ機とバスラ
ーターボ機
渡邉研太郎
第46次南極地域観測隊・越冬隊長
白石和行
第47次観測隊長
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2005年12月から2006年1月にわたる約2
ヶ月間、私は亜南極で鳥類調査を行う幸
運に恵まれた。私が交換科学者として派
遣されたのは、フランス南極領土、南緯
49度東経70度に位置するKerguelen（ケ
ルゲレン島）である。一帯は海洋の高い
生産力に支えられて、30種類以上の海鳥
類の地球上で最も繁栄した繁殖場の一つ
となっている。
しかし幸運には代償がつきものだ。
Kerguelenは大袈裟に風の強い島であっ
た。誰かが風について話してくれたよう
にも思ったが、ぼんやりしていた私には
ちっとも覚悟ができていなかった。調査
小屋から鳥の営巣地へ通う間に歩みを止
めるとほんとうに戻されてしまうし、両
手を広げて風上に身をそろそろと預ける
と、倒れるどころかまるで足が浮かぶよ
うであった。だいたいが文弱な私は野外
調査が始まるとすぐに参って、明日は風
が止んでいますようにと祈ったりした
が、しばらくすると、風速10mだとなん
と穏やかな一日だった、と感じられるよ
うに誰でもなってしまう。
生物の進化や生態にも、このような気
象は当然大きな影響を与えている。あま
りにも強い風と低温は、丈の高い植物の
定着を許して来なかったし、どうにかし
て島に侵入した昆虫には、吹き飛ばされ
ないように、そしてできるだけ大きな身
体を持つべく、翅で飛ぶのを止して脚で
跳ぶようになった鱗翅類（チョウ・ガの
仲間）や、アリとそっくりの姿で地上を
歩き回るハエのように、超現実的な進化
を遂げたものも少なくない。
巨大な飛ぶ鳥
ワタリアホウドリは両翼を左右に展げ
た幅（翼開長）が3mに達する、世界最
大の飛ぶ鳥である。はばたきは得意では
なく、おもに滑空や滑翔（ソアリング）
によって、翼を動かさずに風に乗って飛
ぶ。繁殖期以外は陸地には近づかないで、
ずっと風の中を飛び続けている。小型の
記録計をアホウドリの背に装着して翼の
動きや飛行ルートを記録し、アホウドリ
が餌を採る際にどのように翼を使うの
か、もっと小型の他の鳥と比べて翼の動
きにどのような特徴があるかといったこ
とを研究するのが、私たちの調査の主要
な目的の一つであった。
亜南極の夏はワタリアホウドリの繁殖
シーズンである。アホウドリは草地に巣
を作り雌雄交代で卵を暖める。つがいの
一羽が海から巣に戻ると、もう一羽が代
わって海上に飛び出す。このような採餌
のための旅は2週間から5週間近く続く。
だから、巣を見張って、海からつがいが
帰ってきたところで、巣で卵を暖めてい
る鳥に記録計を装着すると、その鳥が次
に海へ出て、自らデータを記録してくれ
るという寸法である。
ペンギンやウの調査を終えて、ワタリ
アホウドリの営巣地にやっと入ることが
できたのは、Kerguelen調査も終わりの
頃であった。巨大な嘴で威嚇したり突い
て来るアホウドリをなだめたりすかした
りして、記録計を無事装着することがで
きたのだが、アホウドリはいつまで経っ
ても飛び立たずに、つがい同士で鳴き交
わしているばかりであった。これはどう
したことか。次の日の朝も記録計を背負
ったアホウドリはまだ巣にいた。このま
までは鳥が巣にいる間に記録計のデータ
があふれてしまうではないか。私は焦っ
た。
風の神様にお願い
じつは、アホウドリの長い翼は滑空や
滑翔には向いているが、離着陸には不向
き な の で あ る。 た と え ば 同 じ く
Kerguelenで私たちが調査したマユグロ
アホウドリは海沿いの崖に営巣する。崖
に向かって海からの風が吹き付けると上
昇気流が発生して、マユグロアホウドリ
はやっと離陸することができる。しかし、
なだらかな草地に営巣するワタリアホウ
ドリが地上から飛び立つには、さらに強
い向かい風が必要なのだ。こんな時に限
って、風は奇跡のようにぱたりと止んだ
ままで、陽光が暖かく頬に感じられた。
心地よい。しかしその時ばかりは私は一
心に祈っていた。風よ早く吹いてくれ、
もっと強く。午後にその日一番の強風が
吹き、するとあっという間に、記録計を
背中に載せたアホウドリは悠然と飛び去
った。ワタリアホウドリこそ風の鳥、ま
るで風の国の王であった。
ケルゲレン島における鳥類調査
飛ぶワタリアホウドリ
つがいで営巣中のワタリアホウドリ
田中秀二
北海道大学大学院・理学研究院・博士研究員
河本文部科学副大臣は、4月17日に国
立極地研究所を訪問し、南極観測船「し
らせ」で持ち帰った氷床コアについて藤
井所長を始めとする関係者から説明を聞
いた後、低温室で氷床コアの実物を視察
し藤田助教授から説明を受けた。さらに
プロジェクトで実際に使用した深層氷床
掘削装置や氷床コアを分析する大気成分
分析室、管理棟1階の展示室などを視察
した。
この「氷床コア」は、第47次南極地域
観測隊員が、南極大陸の氷床を深さ
河本文部科学副大臣、国立極地研究所を視察
3,028.5メートルまで掘り下げ採取したも
ので、およそ100万年前のものと推定さ
れる。氷床コアとしては世界で最も古い
年代のものである。コアの中には、当時
の二酸化炭素や火山灰などが含まれてお
り、今後、これらの成分を解析すること
によって、地球環境や気候の長期的な変
動の解明や、将来の変動予測の研究に役
立つものと期待されている。
また、河本副大臣は、テレビ会議シス
テムを利用して南極昭和基地と交信し、
スクリーンを通じて厳しい自然環境の中
で観測を続ける神山越冬隊長を始めとす
る第47次越冬隊員の元気な姿を見て感動
し、激励のメッセージを送られた。
当日は氷床コアのプレス向け公開も行
われ、テレビ局や新聞社、海外の通信社
等が多数訪れ、藤井所長を始めとする関
係者と質疑応答が行われた。また、低温
室においても説明をしていた東助教授と
藤田助教授に対し、いろいろな質問がさ
「氷床コア」を視察される河本副大臣、右は説明す
る藤田助教授
氷床コア掘削機の説明を受ける河本副大臣。左から
藤井所長、河本副大臣、佐藤海洋地球課長、本山助
教授
南極昭和基地と交信する河本副大臣
テレビ会議システムを利用して第47次越冬隊員を
激励している吉野文部科学大臣政務官
吉野文部科学大臣政務官は、5月24日国
立極地研究所を訪問し、南極観測事業につ
いて藤井所長を始めとする関係者から説明
を聞いた後、所内の施設を視察された。
南極ドームふじ基地において3,028.5m
の氷床コア掘削に使用したドリルや、氷
床コアを保管しておく低温室、これらを
分析するための大気成分分析室を視察し
た後、これまで南極で採取された1万
6000個を越す隕石を保管してある隕石資
料室や、南極の生物標本が多数保管され
吉野文部科学大臣政務官、国立極地研究所を視察
ている生物資料室においてそれぞれ熱心
に資料について尋ねられていた。
また、吉野文部科学大臣政務官は、テ
レビ会議システムを利用して、南極昭和
基地での隊員の日常生活や研究活動につ
いて説明や質疑が行われた後、神山越冬
隊長を始めとする第47次越冬隊員に対
し、激励のメッセージを送られた。
昭和基地からは吉野文部科学政務官と
同郷の隊員3名もテレビ会議に参加し、
親しく交信された。
れた。この公開の様子はニュース番組や
新聞をはじめとしたいろいろなメディア
によって報道された。
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開催に向けた準備
今回の南極展は、9年前に開催した「ふ
しぎ大陸南極展」と同じく、国立科学博
物館ならびに朝日新聞社と国立極地研究
所の三者で主催する。三者がそれぞれの
「ふしぎ大陸南極展2006」の開催迫る
得意な役割を生かし、協力して準備を進
めてきた。国立極地研究所では、南極地
域観測50周年事業実行委員会に南極展部
会を設置して、多くの教職員の知恵や力
を集めて取り組んできた。文部科学省、
いよいよ「ふしぎ大陸南極展2006」の開催が間近となった。第1次南極地域観測隊を
乗せた「宗谷」が出港して50年目にあたる本年11月8日には、南極OB会主催の記念
祝賀行事が催される。明けて2007年1月には、財務省からは記念貨幣が発行され、日
本郵政公社では記念切手の発行も予定されている。そして、1月29日には、昭和基地
開設50周年を迎えた記念行事が企画されている。これら一連の行事の先陣をきり、今
年夏、東京・上野公園の国立科学博物館で南極展が開催される。
橋田 元　国立極地研究所・研究教育系・助手（南極地域観測 50周年事業実行委員会・南極展対応幹事）
外務省、環境省、防衛庁、気象庁、海上
保安庁、国土地理院、情報通信研究機構、
の南極地域観測事業関係各省庁機関に
は、後援団体として、展示物の貸し出し
などでご助力頂いており、また、共同研
究を行っている大学等の共同研究者の
方々にも監修などをお願いしている。
観測隊や「しらせ」のみなさんにも大
変な協力を頂いている。本年4月に帰国
した第46次越冬隊には、南極展での屋外
展示となるSM100S型大型雪上車、旧型
のKC-40型雪上車、昭和基地開設当初に
使用していた物品などを持ち帰って頂い
た。開催中、まだ内陸旅行の主力である
SM106と、引退したKC-40-30が来場者の
方々を入り口で揃って出迎えしてくれる
はずだ。第46次越冬隊と第47次夏隊から
なるドーム深層掘削チームには、昨
シーズン中のきびしいスケジュール
の中、深層掘削ドリル1セットを持ち
帰って頂いた。全長約13mのドリルか
ら、試料採取にかける隊員の熱意が伝
わってこよう。「しらせ」乗員のみなさ
んには、第47次隊の支援行動中、昭和
基地周辺の氷山から氷を採取するお願い
して、多数を持ち帰って頂いた。会場内
には南極の氷に触れられるコーナーを設
けており、子供たちは、酷暑の中で南極
に直に触れることができるのだ。今、な
がい越冬の折り返しを迎えた第47次越冬
隊には、会場内の一角に設けた「南極ラ
イブステージ」に生出演して頂く予定だ。
極夜明け、野外活動が盛んになる時期、
野外に出かけるメンバーにも、少数で基
地を守るメンバーにも負担が大きいが、
越冬隊員の生の声が聞けることは、来場
者の皆さんにまたとない経験をしていた
だけるのではないかと思っている。
南極展の意義
極寒の大陸、南極の自然に人々は惹き
つけられ、その関心や興味が極地探検を
史上に刻み、現在の極域研究の揺籃とな
ったことは間違いない。南極域の特徴、
たとえば、極低温の環境、地球の自転軸
や磁気極に近いこと、季節的に消長する
海氷で覆われた南大洋、地球の淡水の90
パーセントを占める南極大陸氷床など
が、気象学、海洋学、雪氷学、固体地球
物理学、超高層大気物理学、生物学など
多岐に渡る地球科学的な研究対象となっ
てきた。なかでも、オーロラ、雪と氷、
生き物は、研究者ならずとも、万人の興
味の対象となっている。オーロラのめく
るめく光、大陸氷床や氷海に浮かぶ氷山
の造形美、ペンギンの子供の愛らしさな
ど、研究者は、そういった南極の自然の
写真や映像を目にして、その背後にある
現象を理解しようとし、必然的に南極の
フィールドに立ったのである。
南極展では、南極に行かずして、展示
物や映像をとおし、南極へ行ったことの
ある者にしか経験できなかった世界を体
験できる。そこでの感覚は、研究者たち
を南極での観測に向かわせるものなの
だ。南極展を通して、多くの人に体験し
てもらえるということは、その人々と、
研究者が観測を続けてきて、これからも
続けていきたいと願う気持ちを共有でき
るということではないだろうか。
地球では今、何が起こっているのか、
これからの地球に何が起ころうとしてい
るのか、こうした疑問へ、南極の生き物、
海、岩石、氷、大気などを対象とした観
測を、これまでのように、そしてこれか
昭和基地周辺の岩場にたたずむタロとジロ（上）
アデリーペンギンの親子（右）
火星隕石の偏光顕微鏡写真（左上）　間もなく極夜を迎える5月下旬の昭和基地（右上）
全天カメラによって撮像した昭和基地上空のオーロラ（下）
らも積み重ねて研究することから答えて
いくのだ、と伝えたい。来場者の方々の
期待を裏切ることのないように、また、
多くの方に見て頂きたい、そのような気
持ちで準備を進めてきた。
「ふしぎ大陸南極展2006」公式HP： http://www.asahi.com/nankyoku2006/
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はじめに
砕氷船「しらせ」が49次隊（2007/08
年シーズン）の航海を最後に退役する。
しかし、後継船の就航は、51次隊（2009/10
年シーズン）からなので、50次隊の輸送
が大きな問題になっている。民間砕氷船
をチャーターするのか、航空機を使って
人員・物資を運ぶのか?　答えは出てい
ない。今回はそのための可能性調査とし
て、オーロラ・オーストラリス号の今シ
ーズン最後の航海に参加し、荷役やヘリ
コプター輸送を調査した。
オーストラリアの南極観測
2005/06年シーズンの最後である第5航
海は、3月17日から4月12日まで行われた。
第4航海は、ロシアのフェスコ社からチ
オーストラリア南極観測の物資輸送
ャーターした大型砕氷船バシリー・ゴロ
ーブニン号によるものだった。その他の
航海はすべてオーロラ・オーストラリス
号によるものである。この船は1990年に
南極観測のために作られたものである。
オーストラリアの南極越冬基地は、ケ
ーシー、デービス、モーソンの3個所で
ある。いずれも南極大陸の沿岸露岩帯に
位置し、砕氷船でのアクセスは比較的容
易である。マッコーリー島は、南極圏で
はないがオーストラリアの領土で、14人
滞在の越冬基地がある。
オーストラリア政府は、大型航空機の
南極大陸への乗り入れを計画している。
ケーシー基地から約75km離れた南極大
陸氷床上に車輪で離発着できる滑走路を
造成中で、2006/07年シーズンにテスト
フライトを目指している。現在は、スキ
ーを装着したCASA-212STOL型（短距
離離着陸機）2機を夏期（10月～翌2月ま
で）に運用している。
オーロラ・オーストラリスの荷役
総トン数6574トン、「しらせ」に比べ
れば相当小さい。前部に2つの船倉があ
るのみだが、ハッチの上部などにもコン
テナやバージ船を積み込み容積を稼いで
いる。前部のクレーンは25トンの能力が
あり、20フィートコンテナや重量物の荷
積み・荷下ろしを可能にしている。船倉
の荷物がどのようにヘリ輸送されるか。
今回の調査で最も知りたかった事項であ
る。荷物のほとんどは、ケージパレット
と呼ばれるメッシュ状のコンテナに格納
されている。重量は、小型ヘリコプター
がスリング（吊り下げて輸送）できる
500kg以下にしてある。クレーンで吊り
上げたパレットは、左舷の通路を通って
ヘリ甲板まで運ばれ、4隅にスリング用
ワイヤーがかけられ、ヘリコプターの到
着を待つ。ヘリコプターがホバリングで
接近すると直ちにスリングフックにワイ
ヤーを連結しヘリは飛び立つ。ヘリが甲
板上に接近してから飛び立つまで1分以
内の早業である。
船員の構成は、船長、航海科4人、機
関科4人、甲板科7人、調理科3人、スチ
ュワード3人、見習い1人の総勢23人であ
る。甲板員だけでは荷さばきができない
ので、航海士やヘリコプター整備士も手
伝う。航海副隊長は輸送担当責任者であ
り、船員と協力して業務を行う。荷物の
移動などの肉体労働も率先して行う。し
かし、この陣容だけでは手薄であり、隊
員のボランティアを時々募集していた。
私も20フィートコンテナからの食料品荷
出しや、空輸時の物品のチェックなどを
手伝った。
ヘリコプターオペレーション
格納庫には小型のヘリコプター 3機
（AS350BA）が積み込まれている。パイ
ロット3名、整備士2人の態勢で、乗員と
機体を含めたいわゆるウエットチャータ
ーである。パイロットは、いずれも50才
以上のベテランで、南極経験豊富な熟練
者である。飛行に特別な規制はなく、地
平線が見えて20m/s以下の風ならOKと
チーフパイロットは言っていた。今回、
ケーシー基地から40マイル離れた地点か
ら輸送を行った。1機あたり、乗客3名+
手荷物、スリングだけの場合は500kgの
荷物を輸送する。第50次隊の昭和基地で
も40マイル付近からの同様なヘリコプタ
ー輸送が想定される。40マイル地点から
基地までの往復に約1時間かかる。1機当
たりの運搬重量は少ないが、すべてがス
リング輸送なので、機内搭載と荷下ろし
の時間が必要なく実に効率的だ。今回の
調査により、オーストラリア船を使用し
た第50次隊輸送の可能性は、実施に向け
て開けてきたと言えよう。
石沢賢二
事業部・極地設営室・室長
コンテナ橇と氷上牽引車の開発
平成21年に就役予定の次期南極観測船
（「しらせ」後継船）では、輸送効率を高
めるために観測・設営資材など、多くの
物資を12フィートコンテナ（長さ3.6m×
幅2.4m×高さ2.4m）に格納して輸送す
ることにしている。しかし、このコンテ
ナはヘリコプターで空輸することはでき
ないので、昭和基地の沖、約1kmの接岸
地点から基地沿岸までの海氷上を橇で輸
送する必要がある。
氷上輸送を含め、現在、日本の観測隊
が基地周辺や内陸旅行の物資輸送に広く
使用している使用している橇は、そのほ
とんどが木製橇であり、物資の最大積載
量は約2トンである。自重と積載物資の
合計が最大6.5トンを想定しているこの
コンテナは、この橇に載せて運搬するこ
とができないので、専用の橇を開発する
ことになった。
まず、橇の開発にあたり、 次の性能を
考慮した。
① 橇の自量は、2トン以下に抑える
② 橇架台に載せる有効搭載量は、6.5ト
ン以上
③ 最小回転半径を小さくする（牽引車
両は約9m）
④ 接地圧（荷物を含めた橇の全重量を
ランナー（滑走面）の接地面積で割
ったもの）を小さくする
⑤ 大きな起伏、段差もスムーズに乗り
越える
これらを念頭に置き、木製橇の経験や
外国隊の橇を参考にして「氷上輸送用コ
ンテナ橇」の開発を進めた。
また、コンテナを中心とした氷上輸送
方式へ転換するにあたり、橇だけでなく、
使用機材や基地インフラ整備も同時に行
う必要がある。橇を牽引する車両を例に
氷上輸送用コンテナ橇の雪上牽引走行試験
取れば、牽引車両は被牽引物以上の重さ
がないと引けないと言われている。
通常、氷上輸送で使用するSM40S型、
SM50S型雪上車は、自重がそれぞれ4.2
トン、6トン程度であるから、自重が1ト
ン弱の木製橇に最大積載量2トンの物資
を積んでも、総重量はせいぜい3トン弱
なので、特に問題はない。しかし、今後
はコンテナと橇の合わせた重量が8トン
以上になる可能性もあり、そうなるとこ
れらの雪上車でこの橇を引くことは難し
くなることから、新たに「氷上牽引車」
の開発も橇の製作と同時に進められた。
牽引走行試験
完成したコンテナ橇及び氷上牽引車
は、製造したそれぞれの会社で社内試験
は終えているものの、このまま南極に持
ち込み、いきなり現場で実用試験を繰り
返すことは、リスクが大きすぎる。互い
の連携がうまく取れていることを確認す
るためにも、国内の雪上に於いて走行試
験を実施し、大きな問題が潜んでいない
かを洗い出して改善を行うことが今回の
試験の大きな目的である。
4月24日、積雪がまだ1m以上残る新潟
県のスキー場で雪上牽引走行試験が行わ
れた。実際にコンテナを搭載する代わり
に、最大積載量6.5トン相当のH型鋼材を
荷台に載せたコンテナ橇をトーバー（牽
引バー）で牽引車後部のフックに接続し、
ゲレンデ内を繰り返し走行した。牽引状
態での各部の動作確認はもちろん、牽引
負荷や最小旋回半径についてのデータ収
集も併せて行った。
試験の結果、直進及び旋回時とも橇ラ
ンナーのスムーズな動き、滑りが確認で
きた。また、橇と牽引車の連携について
も、いままでの木製橇では、一枚の長い
ランナーが大きな起伏を越えるとき、シ
ーソーの板が下がるときのように橇が地
面に叩きつけられて積荷に大きな衝撃を
与えた。さらにワイヤーで車両に接続さ
れているために、下り坂で車に追突する
ことがあった。今回のコンテナ橇ではラ
ンナーを前後に2分割して自動車のタイ
ヤのように4箇所に配置し、さらに前後
自由に揺動ができる機構にした。それに
より1m以上ある起伏を乗り越えても積
荷にはほとんど衝撃を与えず、また剛性
のあるトーバー接続に変えたことで、追
突も起きなかった。
今回の国内雪上試験で牽引車及び橇の
走行性能や連携に大きな問題ないことが
わかったので、今年出発する第48次隊で
コンテナ橇を基地に持ち込み、試験を継
続して行いながら、次期南極観測船が訪
れる3年後までに改善を重ねて信頼性の
高い橇にする予定である。コンテナ橇、
牽引車以外の機材や基地インフラも含め
て、万全の態勢で新船を迎え入れられる
よう準備を進めたい。
マッコリー島基地へのスリング輸送を行う
AS350BAヘリコプター
ケーシー基地から40マイル離れた地点に到着した
オーロラ・オーストラリス号
千葉政範
事業部・極地設営室　専門職員
大きな起伏を乗り越える「コンテナ橇」
同じ起伏を乗り越える「氷上牽引車」
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に宙空圏、大気圏、地圏、生物圏の分野
毎に細分化、精密化してきた流れに対し、
複合系の視点から領域間相互作用を軸に
極域地球環境システムをとらえ直すた
め、積極的に分野横断型、領域融合型の
研究観測を企図したものである。
　集会では、特に宙空圏の一部である熱
圏・中間圏（高度約50km以上）と下層
大気（成層圏・対流圏）との上下結合に
焦点をあて、4名のレビューワーからこ
の問題に関する最新のモデリング・シミ
ュレーション研究の動向と観測への提言
を得た。引続き、具体的な現場観測を提
案しているグループから個々の観測計画
のもつ学術的意義を中心に講演してもら
い、討論した。議論を通じて、1）オゾ
ン層の形成・破壊過程の解明、2）オー
ロラ活動が中層・下層大気に及ぼす影響
の解明、3）超高層大気の寒冷化の解明、
が特に推進すべき研究課題として共通認
識された。
　今回の研究集会は、本重点プロジェク
ト課題に関する研究目的や具体的な達成
目標を明確化するためのキックオフミー
ティングであり、今後継続的にサブテー
マ毎あるいはプロジェクト全体の研究集
会を開催し、融合型研究を推進していく
こととなった。講演件数11件、参加者数
19名であった。
（宮岡宏：研究教育系・
宙空圏研究グループ・助教授）
研究集会「南極氷床の物理・
化学・生物のフロンティア2」
　標記集会を平成18年3月27日（月）
13:00-16:00に国立極地研究所講堂にて43
名の出席を得て開催した。本研究集会は、
ドームふじ深層掘削コアを中心とした氷
床コアや、関連した氷床コア、それに南
極氷床を舞台にした物理・化学・生物研
究をテーマとし、以下目的で開催した。
（1）新規に浮上しつつあるテーマ、先端
テーマのクローズアップをし、重要性、
課題毎の関係、関連する課題を検討する
場とする。
（2）新規研究項目に関わる方々に、従来
の研究の流れや研究の進捗を提示できる
場とし、同時にコア研究の活性化をはか
る。
（3）国内研究の進捗先端部分に関し、で
きるだけ多くのプレゼンテーションと知
識を持ち寄り、ブレインストーミングを
する場とする。
　昨年度3月に実施した同名の研究会を
発展する形で開催をした。研究集会は、
計14名の講演で3部構成とした。まず第1
部として、ドームふじコアの深層掘削の
進捗状況を報告する講演を2編用意した。
第2部として、氷床研究や氷床コア研究
にかかわる最近の研究の講演をした。第
3部として、今後の氷床コアの研究のす
すめかたについての最近の議論を報告し
た。終始40名以上の聴講のあった充実し
た集会となった。
（藤田秀二：研究教育系・
気水圏研究グループ・助教授）
南極昭和基地大型大気レーダー
プロジェクト（PANSY）
研究集会
　平成18年3月28日に東京大学山上会館
において標記研究集会を開催した。年度
末の多忙な時期におこなったため、例年
にくらべ参加者は少なめであったが、東
京大学、京都大学、東北大学、北海道大
学、名古屋大学、九州大学、福岡大学、
情報通信研究機構、国立環境研究所、気
象研究所、地球環境フロンティア研究セ
ンター、三菱電機、および極地研を含む
計30名の参加者による活発な議論が行わ
れた。
　まず、プロジェクト代表の佐藤（薫）
よ り、 代 表 者 の 東 大 異 動 に 伴 い、
PANSYをプロジェクトチームとサイエ
ンスチームの2つに組織化すること、今
後の予定、また、予算獲得に向けての研
究所内外の働きかけを続けることなどの
説明がなされた。次に、サブリーダの堤
より、今年度プロジェクト進捗状況とし
て、第47次夏隊による詳細な現地測量、
及び設置工法検討の結果が報告された。
また、第VII期計画の1つであり、IPY 
2007-2008でも公式に認められている、
PANSYパイロットシステムの製作とこ
れを用いた総合実験および観測について
の紹介があった。続いて、一般参加者か
ら、対流圏から中層大気、電離圏に至る
広範な高度領域における最新の研究成果
について20件の口頭発表がなされた。多
くの講演者の共通した意見として、極域
における大型大気レーダーの必要性およ
び、これを中心とした複合観測に対する
強い要望が感じられた。
　最後に、レーダー、及び中性大気、電
離大気研究の大家である4名の先生方か
ら、「PANSYに期待するもの」と題した
多くの提言をいただき、盛会のうちに終
了した。2006年からの第VII期南極観測
の重点プロジェクトとして「極域の宙空
圏－大気圏結合」が掲げられており、こ
れにはPANSYに関連するサイエンスの
多くが含まれる。この研究集会は今後の
南極大気観測全体に対しても、有益かつ
重要な議論となった。
（冨川喜弘：研究教育系・
宙空圏研究グループ・プロジェクト研究員）
ワークショップ
機構シンポジウム
̶情報とシステム2006
3月23日、情報・システム研究機構シ
ンポジウム「情報とシステム2006～新し
いパラダイムの創造～」が東京、一橋記
念講堂において開催された。シンポジウ
ムの目的は新領域融合研究センターにお
ける「新領域融合プロジェクト」と「育
成融合プロジェクト」の研究活動と成果
報告であった。
機構内外の研究者、学生等を中心に
200名を超える参加があった。新領域融
合プロジェクトでは4人のプロジェクト
ディレクターによって口頭発表がなさ
れ、質疑応答があった。また、将来の新
領域プロジェクトを目指す7件の育成融
合プロジェクトではポスターによる発表
で活発な討論が行われた。
（神田啓史：北極観測センター長・教授）
極域の宙空圏̶大気圏結合に
関する研究集会
　本年度からスタートする第Ⅶ期南極地
域観測計画の重点プロジェクト課題:「極
域における宙空̶大気̶海洋の相互作用
からとらえる地球環境システムの研究」
のサブテーマの一つとして標記の研究集
会を3月27日に開催した。この重点プロ
ジェクトは、これまでの南極観測が、主
2006年北極科学サミット週間
ASSW2006
3月22日～29日、標記の会合がドイツ、
ポツダムのアルフレッド・ウェゲナー研
究所において開催された。22、23日、国
際北極科学委員会（IASC）評議会には
極地研藤井所長が出席した。主な議題は
第2期北極研究計画策定会議（ICARP-II）
で検討されてきた北極研究プロジェクト
の支援方策であった。
今回、委員長の選挙があり、委員長に
Kristja`nsson氏（アイスランド）、副委
員長にGrebmeier氏（米国）とFu¨tterer
氏（ドイツ）が選出された。24日、アジ
ア極地科学フォーラム（AFoPS）には
同所長、韓国4名、中国2名が出席した。
今回、インドとマレーシアの加盟申請が
承認された。各国の連携状況の報告があ
った。27日、北極観測管理者フォーラム
（FARO）には極地研神田が参加した。
各国の代表26名、オブザーバー 11名が
参加した。IPYに向けた各国の観測船の
シッププラン（ASCI）、南極COMNAP
に関連した航空機の利用、北部アラスカ、
シベリアにおけるヘリコプター利用、陸
域環境では国際観測ネットワーク
（CEON）の進捗状況の紹介があった。
27、28日は第24回ニーオルスン観測会
議（NySMAC）が開催され、議長の極
地研伊藤一氏を初め、10カ国、16機関の
代表者、2機関のオブザーバーが参加し
た。各国の活動報告、環境影響評価、地
域開発計画、国際極年の研究計画の意見
交換があった。28、29日、北極海洋科学
委員会（AOSB）に神田が代理出席した。
IPYの関連プロジェクトの紹介があった。
その他、PAG（Pacific Arctic Group）
の活動報告、中国のニーオルスン周辺の
活動、韓国の新砕氷船の紹介があった。
AOSBは今年で25周年を迎えたが、今後
のAOSBのTerm of Reference、Data 
Managementについて議論があった。
AOSBの 副 議 長 に ア ジ ア か ら 韓 国
KOPRIのSung-Ho、Kang氏が指名され
ASSWの会場となったレクチャーホール
た。
次回のASSWは、2007年3月14日～21
日、米国ニューハンプシャー州のダート
マスで開催となった。
（神田啓史：北極観測センター長・教授）
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Mario Zucchelli（マリオ・ズッケーリ）
基地と現在の南磁極付近にあるフランス
のDumont d’Urville（デュモン・デュル
ヒル）基地との間には空路が開かれてお
り、人員や軽貨物の輸送にTwin-Otter
（ツインオッター）が使われている。い
ずれの地点間も片道5時間程度のフライ
トである。また、物資輸送のために
Dumont d’Urvilleとの間にはトラバー
ス・ルートがある。
基地建設のための物資約3,000トンは
Dumont d’Urvilleから輸送された。片道
1,150kmを11月中旬から2月中旬にかけ
て3往復の輸送が行われる。1回の輸送量
は正味150トンだから少なくとも20回の
輸送旅行が必要で、1往復に19～25日要
するとされている。
「静寂棟」と「喧騒棟」
基地は3階建ての円筒ビルが2棟と貨物
コンテナ11個分を連結した1棟から成っ
ている。床面積は1,500平方メートルと
のことだ。“quiet building”（静寂棟）
と呼ばれる棟に居住区、通信室、実験室
および医務室があり、“noisy builging”
（喧噪棟）と呼ばれる棟にワークショッ
プ、キッチンおよび食堂がある。そして、
コンテナモジュールには廃水処理プラン
ト、発電機室、ボイラー室およびワーク
ショップがある。180kVAの発電機が3
機あるが、そのうち1機が全ての電力を
ま か な っ て い る（ わ が 昭 和 基 地 は
300kVA）。飲料水は雪を融かして造り、
その造水能力は1日300リットル。それ以
外の用途の水は排水から再生、その再生
能力は1日3,000リットルだそうだ。
この円筒ビルは6本の脚部に支えられ
た高床式である。脚は、荷重を分散する
骨組みの「フット」に載っている。「フ
ット」はいずれ雪に埋まるが、そのとき
は先ずフットと脚を持ち上げ（建物本体
仏伊二カ国共同で建設されたこの基地
は、2005年2月から通年オープンした。
それ以来ここを訪れた日本人はまだいな
いようである。それで建設時に訪れた筆
者が紹介することになった。いずれ実際
の生活体験を踏まえた紹介がなされると
思うが、本稿は今後訪問する人達のため
のガイドとしておこう。
雪原上の巨大な円筒フレーム
5年前、2001年1月7日から2月5日まで
筆者が滞在した際、基地はまだ建設中、
それもようやく外側の骨組みが完成間近
という程度であった。直径17m、高さ
17mの円筒状の骨格が二つ並び、その間
を渡り廊下とするのであろう水平の骨材
が結んでいる。どうやら高床式の3階建
てらしい。内陸1,150km、標高3,220m、
真っ平らな雪原の中のこの姿は異様でも
あり、壮観でもあった。高所作業車が鉄
材をつり上げ、作業員が寒風の中手作業
で固定する。電動工具のけたたましい音、
携帯無線に飛び交うイタリア語、フラン
ス語…南緯75度の夏は短い。1月末、こ
のシーズンは骨組みの完成で終了した。
（写真1）
それから4年。立派な通年基地が完成。
これは1993年に仏伊が共同建設を調印し
てから12年後のことである。16人の越冬
が可能で、夏にはサマーキャンプも利用
して45人の受け入れが可能となった。標
準的な越冬メンバーの構成は、設営系4
人、科学系9人、それにシェフ、コック
および医者である（シェフとコックは別
に数える!）。2005年の初越冬メンバーは
13人だったそうである。
空路と陸路
この基地には沿岸の二つの基地から空
路または陸路で入ることが出来る。
Terra Nova Bayに あ る イ タ リ ア の
と脚が独立に上下可能）、新たな雪面レ
ベルに置く。つぎに建物本体だけを持ち
上げてもとのレベルに固定する。こうす
ると建物全体の雪面からのレベルがいつ
も一定なので構造物が恒久的に雪に埋ま
ることはない。
初越冬メンバー 13人の内8人が設営
系、5人が研究系、11人はフランス人で
イタリア人は2人だったそうである。越
冬メンバーを紹介するウェブサイトにな
つかしいJean-Louis Duraffourg（ジャン
ルイ=デュラフール）を見つけた。基地
常連のシェフで筆者も世話になった。毎
日彼の料理を楽しめるなら越冬はさぞや
美味しいだろう。
そ し て、 ベ ル ン 大 学 のJakob 
Schwander（ヤコブ・シュワンダー）に
お願いして送ってもらった基地完成写真
を見て、はじめてこの基地の骨格をみた
ときの気持ちがよみがえってきた。「デ
カイ!」
ドーム・コンコルディア基地
─イタリア・フランス
田中洋一
株式会社ジオシステムズ
世界の南極基地│14
昭和基地
（日本）
ドーム・コンコルディア基地
（イタリア・フランス）
4月は新入生を迎え、忙しい月となっ
た。まず、6日から7日にかけて葉山キャ
ンパスにおいて入学式と学生セミナーが
行われた。どの研究科も5年一貫制博士
課程入学者により学生数が増えたようで
あるが、東大・京大などの他大学と競合
関係にある専攻は合格者に対して入学者
が少なく、極域科学専攻も決して安心で
きる状況ではない。
今年の学生セミナーのテーマは「対話」
で、3人の講師がレクチャーを行った。
稲見昌彦・電気通信大学助教授による「情
報世界と物理世界との円滑な対話を目指
して」、笠谷和比古・国際日本文化研究
センター教授による「伝統文化芸術と先
端技術との統合の試み」、岡野光男・東
京女子医科大学教授による「細胞シート
工学による再生治療」、いずれもふだん
聞くことの出来ない内容で、教員にとっ
ても楽しいひと時であった。
4月10日には極域科学専攻としての入
学者ガイダンスを行った。1日現在の在
学生はD5が5名、D4が4名、D3、 D1はそ
れぞれ3名と4名の計16名で、D2はいな
い。D5には46次越冬から帰国後復学し
た学生（上村剛史）も含まれている。ガ
イダンスの主要課題は博士論文作成に至
る道筋の理解であるが、いきなり切実な
場面に向かい合い、どの学生も真剣な眼
差しである。それでも、これまで10年間
で40名（論文博士6名を含む）が平均4年
で（これまでは後期課程だけだったので）
学位を取得して修了していったこと、中
途脱落の割合は低いこと、これは学生数
に比べ教員数が多い総研大の特色である
こと、という説明にややほっとした表情
であった。
5年一貫制博士課程学生の入学は授業
数の増加を意味し、シラバスの作成、授
業時間割の作成など、短時間に多くの作
業が集中したが、これらはいずれも現在
ホームページ（http://www.nipr.ac.jp/
soken/）に掲載されているので、学生・
教員ともに簡単に確認が出来て便利であ
る。
前期の時間割としては月曜から金曜の
週5日間で1時限から5時限までほぼ全部
のコマが埋まっている（空きがあるのは
5コマのみ）、今年は生物の学生が多く、
受講生がいない授業もあるが、H19年度
学生が入学すると、ほぼ毎時限、教員の
誰かが授業している形になるので、結果
として、研究所の会議の集約化を進めざ
るを得ないはずである。
学生数の増加は、良い意味で研究所の
質的変化をもたらすはずであるが、居室
確保が重要課題である。D1、 D2の学生
は専門に関係なく同じ居室にいて情報交
換し会うのが望ましいが、現在は、生物
は生物、地学は関係の研究室という具合
に分散して収容せざるを得ず、これ以上、
にっちもさっちも行かない事態である。
そうかといって、見かけ上、空いている
部屋がないわけでもなく、4月26日の専
攻委員会での議論でも、複雑な利害関係
はあっても特に教員全体の問題としての
対応が求められるという結論になった。
なお、新入生及び指導教員は次のとお
りである。
田邊優貴子（D4）福地教授・工藤助教授
足立達朗（D3） 本吉教授・白石教授
國分瓦彦（D3） 高橋助教授・福地教授
井上武史（D1） 工藤助教授・神田教授
岩田高志（D1） 高橋助教授・小達教授
加藤健吾（D1） 伊村助教授・神田教授
新原隆史（D1） 小島教授・三澤助教授
（主任指導教員・副指導教員の順）
最後に、5月14日～18日に実施された
日本地球惑星科学連合2006年大会におい
て、複合科学研究科として3専攻（極域、
統計科学、情報学）まとまってブースを
出展し宣伝活動を行った。5日間のブー
ス来場者数は合計301人を数え、中には
既に極域科学専攻の受験意志を固めてい
る者、授業の聴講を希望する者、在学生
に話を聞いてみたい者などもおり非常に
有意義であった。
総合研究大学院大学・極域科学専攻コーナー
5年一貫制博士課程スタ トー
平成18年4月  入学式
写真1　Dome Concordiaの骨格（田中撮影）
写真2　静寂棟と喧騒棟。
奥にコンテナモジュール（J.Schwander撮影）
日本地球惑星科学連合2006年大会ブース出展
平成18年4月入学者ガイダンス
渋谷和雄
極域科学専攻長
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昭和基地から
平均気温（℃）
最高気温（℃）
最低気温（℃）
平均気圧・海面（hPa）
平均蒸気圧（hPa）
平均相対湿度（%）
平均風速（m/s）
最大風速・10分間平均（m/s）
最大瞬間風速（m/s）
平均雲量
2006年
昭和基地
1月 2月
-1.0
-6.2（28日）
-7.9（24日）
988.1
3.8
68
4.4
25.8（16日）
32.2（16日）
5.3
-4.3
0.7（3日）
-14.8（25日）
988.4
3.0
67
4.7
25.6（21日）
33.1（21日）
7.9
3月
-6.2
-0.7（11日）
-19.7（30日）
981.7
2.8
70
9.3
24.0（27日）
31.0（27日）
8.0
昭和基地月別気象状況
観測隊だより
1月中旬は悪天となり16日朝には風速
20m/secを超えたため外出注意を発令し
た。基地周辺の海氷はパドル域が広がっ
たもののオングル海峡に海水面が広がる
ことはなかった。昭和基地では定常業務
を行いながら空輸物資の荷受け、持ち帰
り物資の荷送り、第47次隊への業務引継
など実施した。S17日独共同航空機観測
拠点では航空機による観測、発電機、造
水、暖房、トイレ等の設備にもトラブル
もなく順調に経過した。
2月1日越冬交代式を行い基地の実質的
な運営が第46次隊から第47次隊に引き継
がれ、夏期作業を継続しつつ観測、設営
業務開始し順調に経過している。20日に
は越冬成立式と福島ケルンの前で福島隊
員の慰霊祭を行い、越冬中の安全を誓った。
3月に入り降雪はほとんどないものの
風の強い日が多くブリザードが3回襲来
した。基地周辺の海氷は比較的安定し3
月末には開いていた中の瀬戸は結氷した。
安全な基地生活を送るために、越冬期
間中の悪天に備え、ライフロープの整備、
非常食の点検、火災報知器の点検及び野
外活動に於ける安全対策などの検討を行
った。生活面では第1ダムの氷上で居住
棟対抗のカーリングゲームを楽しみ、ま
た、各観測棟を訪ね観測系の仕事の説明
を聞きお互いに知見を広めている。
　2005年4月からプロジェクト研究員として、南極ドームふじ深層コアの解析に当た
っている。私は元々、学生時代は主に大気化学を研究しており、アイスコアや雪氷の
研究とは無縁だった。学位取得後、名古屋大に就職した際、ロシアのアルタイ山脈の
アイスコア解析に係ることになった。以来、ロシア、中国といったアジア中央部の山
岳アイスコアの解析を進めてきた。昨年、極地研究所に就職後、これらに加え、ドー
ムふじ深層コアの解析を始めたところである。以上のような経歴からアイスコアの研
究に入る人は少ないようだが、意外と違和感なく取り組めている。学生の間に学んだ、
大気や環境の化学に関する知識が、現在大いに役立っている。
　アイスコア研究の目的の最たるものとして、過去の地球（地域）環境および気候変
動の復元が挙げられる。これまで取り組んで来たアジアの山岳コアでは、年代スケー
ルが数年からせいぜい数百年であり、人間活動の影響に着目することが必須であった。
ところがドームふじ深層コアの研究を始めて、年代スケールが一気に数万年から数
十万年にもなり、当初は戸惑っていたものであった。このたび、第47次観測隊によ
りドームふじ深層コアの深さ3000m超の掘削に成功し、コアが日本に持ち帰られた。
この貴重なコアの解析に携われる幸運に感謝しつつ、現在解析の準備を進めていると
ころである。私自身は、アイスコア中の化学成分や固体微粒子（ダスト）に着目して
おり、これらがどの様に気候の変動と係っていたのか、知りたいと思っている。今回
のドームふじコアで、過去数十万年の地球の変動についてどこまで迫れるか、楽しみ
である。
プロジェクト研究員
1995年広島大学総合科学部総合科学科卒業後、2000年
9月に広島大学大学院生物圏科学研究科において、「大気
液相中有機酸の濃度、沈着量および発生源に関する研究」
で博士号を取得。その後名古屋大学地球水循環研究センタ
ー、総合地球環境学研究所で研究活動後、2005年 4月よ
り極地研究所に就職、南極ドームふじ深層コア解析の研究
を開始。
三宅隆之
みやけ・たかゆき
　学生のときに特別共同利用研究員として極地研に受け入れてもらい、2006年の4月
からはプロジェクト研究員としてお世話になっている。この間、第43次日本南極地
域観測隊で実施された専用観測船“Tangaroa号”による南大洋航海に参加する機会
にも恵まれた。この航海で南大洋の厳しい環境やそこに生息する生物を目の当たりに
できたこと、また他の研究分野の方々と交流できたことは大きな財産となっている。
これまで一貫して南大洋に生息する植物プランクトン群集、中でも珪藻類に焦点を当
て、その分布や沈降について研究を行ってきた。南大洋の外洋域では、植物プランク
トン群集が経時的にどう変動するかはよくわかっていなかったが、極地研主導の下で
行われた時系列観測で得られた試料を解析することで、その一端を明らかにすること
ができた。植物プランクトンは種により変動特性が異なり、その結果、種組成はとき
に大きく変動するのである。そして、その変動パターンは南大洋の中でも季節的に海
氷が存在する海域、周年つうじて海氷が存在しない海域で異なることがわかった。
　植物プランクトン群集の種組成の変動を理解するためには、群集を構成する種の諸
特性の解明が必要である。これまでに行った植物プランクトンの沈降に関する研究で、
種により沈降特性が異なること、中には沈降しやすい特性をもつ種が存在することが
わかった。今後、種組成の変動を解明するために他の特性についても調査するととも
に、植物プランクトン群集の種組成の変動が南大洋の生態系や物質循環過程にどのよ
うな影響を与えるのかについても考えていきたい。
2001年東北大学農学部生物生産科学科を卒業。2006年
3月に東北大学大学院農学研究科において「南大洋におけ
る植物プランクトン群集の分布生態と生物起源珪素の下方
輸送への寄与」で博士号（農学）を取得。2006年 4月か
らプロジェクト研究員として「海氷変動と生物生産変動に
関する研究」に従事。
五味康史
ごみ・やすし
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第46次越冬隊、
第47次夏隊が帰国
第46次越冬隊（渡邉研太郎越冬隊長以
下36名）と第47次夏隊（白石和行観測隊
長以下18名）は、南極地域における任務
を終え、3月28日夕刻、シドニーから成
田へ空路で帰国した。なお、ドームふじ
基地に空路派遣していた第47次夏隊（本
山秀明副隊長以下5名）は、2月9日に一
足先に帰国した。
空港には、出迎えの家族、関係者が大
勢詰めかけ、帰国ゲートから隊員が元気
な姿で現れるたびに拍手と歓声がわき、
再会を喜び合うなど、到着ロビーはひと
しきり賑わった。
また、両隊の歓迎会は、観測船「しら
せ」帰国翌日の4月14日にKKRホテル東
京において開催された。会場には、南極
地域観測統合推進本部長の小坂文部科学
大臣を始め、新国立劇場運営財団の遠山
理事長ほか大学、企業などの関係機関か
ら約200名が集まり、隊員の南極での労
をねぎらった。
帰国歓迎会での集合写真
（上：第46次越冬隊、下：第47次夏隊）
第48次南極地域観測隊の
冬期総合訓練を実施
3月6日から3月10日までの5日間にわた
り、長野県松本市安曇の乗鞍高原におい
て、第48次南極地域観測隊員候補者を対
象とした、冬期総合訓練を実施した。第
48次観測隊は、第1次観測隊が東京港を
「宗谷」で出発してから50年の節目を迎
える記念すべき隊となる。
この訓練は、南極における行動と安全
に関する理解を深めるため、緊急時に役
立つサバイバル技術の基本に関する講習
や雪中行動を主体として、宮岡第48次観
測隊長、小達同副隊長以下、隊員候補者、
講師並びに極地研関係者ら約70名が参加
した。講義の他、野外でコンパスを使っ
てのルート工作訓練、ビバーク訓練（簡
易テントによる緊急露営）、緊急時搬送
訓練及びロープワーク訓練などを行っ
た。
参加者は、慣れない装備や訓練に戸惑
いながらも、真剣に訓練を行い、充実し
た5日間となった。
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●平成18年3月31日付け
辞職
上村剛史（研究教育系助手）
●平成18年4月1日付け
採用
青山雄一 研究教育系助手
 （情報通信研究機構専攻研究員）
笠松伸江 研究教育系助手
 （プロジェクト研究員（Ⅰ））
鈴木 英 管理部長
 （文部科学省研究開発局
 海洋地球課極域科学企画官）
中西 満 管理部会計課長
 （東京芸術大学会計課長）
清水 仁 管理部会計課課長補佐
 （お茶の水女子大学施設課
 課長補佐）
豊田元和 管理部総務課学術振興係長
 （筑波大学財務部資産管理課
 構内管理係主任）
昇任
熊谷宏靖 管理部総務課学術振興係主任
 （管理部総務課）
外田恵子 事業部企画課環境企画係主任
 （事業部企画課）
兼務
山岸久雄 宙空圏研究グループ長
 （研究教育系教授）
和田 誠 気水圏研究グループ長
 （研究教育系教授）
本吉洋一 地圏研究グループ長
 （研究教育系教授）
小達恒夫 生物圏研究グループ長
 （研究教育系教授）
人事異動 鮎川 勝 極地工学研究グループ長
 （研究教育系教授）
澁谷和雄 極域研究資源センター教授
 （研究教育系教授）
渡邉研太郎 極域研究資源センター助教授
（研究教育系助教授）
塩原匡貴 極域研究資源センター助教授
（研究教育系助教授）
門倉 昭 極域研究資源センター助教授
（研究教育系助教授）
土井浩一郎 極域研究資源センター助教授
（研究教育系助教授）
橋田 元 極域研究資源センター助手
 （研究教育系助手）
宮岡 宏 極域情報基盤センター助教授
 （研究教育系助教授）
平沢尚彦 極域情報基盤センター助手
 （研究教育系助手）
岡田雅樹 極域情報基盤センター助手
 （研究教育系助手）
小島秀康 南極隕石センター教授
 （研究教育系教授）
三澤啓司 南極隕石センター助教授
 （研究教育系助教授）
今栄直也 南極隕石センター助手
 （研究教育系助手）
山口 亮 南極隕石センター助手
 （研究教育系助手）
海田博司 南極隕石センター助手
 （研究教育系助手）
本吉洋一 南極観測センター教授
  （研究教育系教授）
本山秀明 南極観測センター助教授
 （研究教育系助教授）
和田 誠 北極観測センター教授
 （研究教育系教授）
伊藤 一 北極観測センター助教授
 （研究教育系助教授）
お知らせ
的位置づけ（Kojima）。富士
山のオンタデの生理生態学
的研究（Sakata et al.）。乗鞍
のハイマツの成長と気候条
件の関連 （Takahashi）。南大
洋の動物プランクトンの分布
（Tsujimoto et al.）。両極に分
布するコメススキ属植物の遺
伝的研究（Chwedorzewska）。
Polar Bioscience Vol. 19
URL：http://polaris.nipr.ac.jp/
 ̃penguin/polarbiosci/
　当雑誌は極域の生物に関す
る研究成果を掲載する英文学
術雑誌である。今号：サロマ
湖の海氷から生物が離脱する
現象（Nishi & Tabeta）。北
極域の海氷下のアイスアル
ジーと植物プランクトンの
光合成特性（Ban et al.）。南
極産等脚類の生物学的、生
理 学 的 研 究（Janecki & 
Rakusa-Suszczewski）。オホ
ーツク海の海氷中で生存す
る細菌（Terekhova et al.）。
昭和基地周辺の湖沼堆積物
から過去の環境変動を推定
（Matsumoto et al.）。北極ニ
ーオルスン地域の植生と地形
の関連（Ohtsuka et al.）。北
極氷河後退域の土壌微生物相
の遷移 （Yoshitake et al.）。北
極域の植物の定着（Mori et 
al.）。アラスカ亜高山帯のハ
ンノキ林の構造と植生地理学
東 久美子 北極観測センター助教授
 （研究教育系助教授）
堤 雅基 北極観測センター助手
 （研究教育系助手）
内田雅己 北極観測センター助手
 （研究教育系助手）
●平成18年4月16日付け
採用
小川泰信 研究教育系講師
 （名古屋大学太陽地球
 環境研究所助手）
兼務
小川泰信 北極観測センター講師
 （研究教育系講師）
●平成18年5月23日付け
採用
Viktor H. Hoffmann
江尻副所長退職記念講演
「南極越冬から学んだこと －オーロラの下で－」
広報
江尻全機副所長は、3月31日に定年にて退職された。退職を
前に、3月30日午後、国立極地研究所講堂において標記の記念
講演会が開催され、所内外から多くの聴講者が集まり、熱心に
講演に耳を傾けた。
江尻副所長は、昭和42年に東京大学宇宙航空研究所に助手と
して着任してから、日本の数々の観測ロケット・科学衛星実験
に中心的役割を果たされた。その後、スペースシャトルに搭載
された人工オーロラ実験機器の設計と開発を推進した。また、
NASAゴダード宇宙飛行センターで進められた磁気圏荷電粒子
板橋グリーンカレッジ開催
板橋区「高齢者大学校板橋グリーンカレッジ」は、6月12日（月）
に本研究所の講堂において開催された。受講者は午前120名、
午後120名で、第46次越冬隊長の渡邉研太郎助教授の講義を聴
講した。講義では南極で行われている研究、観測の様子や、隊
員たちの生活などを写真などの映像を使い、高齢者にもわかり
やすく説明がされた。受講者
は、南極観測の重要性やこれか
らの観測の展望の話を非常に
興味深く聴講していた。
また、講義が終了した後も、
熱心に質問するなど関心の深
さを感じた。 
の運動に関する研究論文は、半世紀近く経過した現在でも多く
の論文に引用され国際的に非常に高い評価を得ている。この研
究に対して、日本地球電磁気学会は田中舘賞を授与している。
昭和55年に国立極地研究所に着任されてからは、オーロラの
発生機構の解明に尽力された。オーロラを直接観測すべくロケ
ット搭載用のカメラと粒子の観測器を新たに開発し、第25次南
極地域観測越冬期間中にオーロラを目がけて観測ロケットを打
ち上げ、光と粒子を同時に観測することに成功された。これは、
複雑なオーロラ発光の素過程を明らかにする理論研究を進める
発端となった。そしてオーロラを宇宙空間から撮像するための
可視光カメラの開発にも観測責任者として携わられ、「あけぼ
の衛星」に搭載された。
第30次南極地域観測隊では越冬隊長を務めると共に、超高感
度のオーロラ分光計を新たに開発し、観測を実施した。また、
南極では建設が困難とされてきた直径11メートルもの大型多目
的アンテナを昭和基地に建設され、様々な地球観測衛星の受信
やVLBI観測など昭和基地における衛星や電波星を利用した
数々の研究の礎を築いた。長期間の気球観測を可能とさせた南
極周回気球（PPB）計画では、計画当初より卓越したリーダー
シップを発揮され、南極での実験を成功に導いた。
このように、江尻副所長は、磁気圏･超高層物理学の分野に
おいて顕著な業績をあげられるとともに、南極観測事業の発展
や研究所長事務取扱を歴任するなど研究所の運営にも大きく寄
与した。これらの活動の他、「人生は人との邂合に有り」をモ
ットーに歩まれた先生は、多くの人との繋がりを大切にされ、
社会との連携でも多彩な活躍をしてこられた。
同日、有志主催による「江尻副所長をお送りする会」が講堂
で開催され、長年の労をねぎらうとともに副所長との談話に花
を咲かせた。 （佐藤夏雄：国立極地研究所副所長）退職記念講演の江尻副所長
近刊紹介
4月6日 総研大入学式
4月13日 しらせ晴海ふ頭帰港
4月14日 観測隊帰国歓迎会
 （KKRホテル東京）
4月17日 河本文部科学副大臣視察
5月29日 運営会議（明治記念館）
6月2日 南極設営シンポジウム
6月6日～8日 第30回南極隕石
 シンポジウム
6月16日 南極本部総会
6月19日～23日 第48次観測隊
 夏期総合訓練（菅平）
極地研カレンダー
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 安定同位体で探る
氷床コアの
水蒸気の起源
　南極の氷床を掘削してえられたアイス
コアには、温室効果ガスやダスト濃度の
記録がそのまま氷に保存されている。一
方、気候変動の基本的な指標である気温
については、何かの指標から推定する必
要がある。一般的には気温変動を復元す
るためには、水の安定同位体比がつかわ
れている。水の安定同位体比は、どのよ
うなもので、どうやって気温を推定する
のだろうか？
　水の分子を構成する酸素と水素には、
それぞれに安定同位体がある。安定同位
体というのは同一の元素だが質量が違う
原子のことで、たとえば、質量数が16の
酸素原子には約0.2%の割合で質量数が
18の酸素原子がまざっている。また、安
定なので100万年経っても崩壊すること
はない。安定同位体の存在量は、標準物
質に対する比を用いて酸素18はδ18O, 
重水素はδDと表される。
　南極の降雪の水安定同位体比は、年平
均気温と良い相関がある。これは、南極
に着くまでに、相対的に重い水分子が雨
や雪として落ちてしまうというというこ
とが大きく影響している。たとえば、気
発行日/平成18年6月30日
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 水蒸気の起源の変動を推定するは、2つ
の水の安定同位体比を組み合わせた
d-excess（＝δD－ 8×δ18O）という
指標が有効である。d-excessとは、水
の同位体比から水蒸気輸送・降水過程の
影響を取り除くことで、水蒸気が蒸発し
た際の海洋の状態（海面水温、相対湿度、
海洋の同位体比など）を復元する指標で
ある（図）。このd-excessの記録をつか
うことで、同位体の温度計を校正し、よ
り正確に過去の気温変動を復元する研究
も行われている。
（植村 立：日本学術振興会特別研究員）
温が低くなると、南極の水蒸気量がより
少なくなるので、軽い分子しかたどり着け
なくなり、水の同位体比はより軽くなる。
　しかし、水の安定同位体比は南極の気
温のほかにも、さまざまな要因の影響を
うけている。そのため、安定同位体をつ
かった温度推定もふつうの温度計のよう
に「校正」をする必要性があると指摘さ
れている。水蒸気循環の視点でみると、
極域の降雪の安定同位体比は終着点であ
り、起源は海で発生した水蒸気である。
同位体をつかった温度計の校正には、こ
の降雪の起源となった水蒸気が発生した
海域の水温変動を考慮する必要がある。
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　今春上映されていたディズ
ニー映画「南極物語」。原題
は「Eight Below」。その意味
を当時極地研に客員教授とし
て滞在中だったKaz Higuchi 
さんとひとしきりディスカッ
ションしたのですが、これは、
という結論は得られませんで
した。二人とも映画を見てい
ないのですもの……。ご覧に
なった方は、「Eight Below」
はお分かりになりますよね。
さて、広告のチラシだけを見
ても気になったのですが、ハ
スキー犬のキャスティングに
違和感を覚えたのは私だけで
しょうか？　そんな方は、是
非、「ふしぎ大陸南極展2006」
にお出でください。カラフト
犬のタロ・ジロに逢えます！
お気づき頂けなかったかもし
れませんが、４ページ増やし
てお届けしています。しかし、
問題は量でありません。読ん
でもらわないと広報にはなら
ないのです。162号から今の
スタイルとなり、５年目に入
った極地研ニュースですが、
またもや大ピンチを迎えてい
るように思えてなりません。
字が多過ぎ！ （橋田 元）
降
水
過
程
（
傾
き
～
8）
南極
海水
蒸発過
程
d-excess（=δD-8・δ18O）
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d-excessの概念図
